
伊賀市　 「事務事業評価」　結果総括シート〔2次評価シート〕

コード

1

コード

1

（１５）
20年度
（実績）

（１６）
22年度
（目標）

（１９）
必要性

（２０）
有効性

（２１）
達成度

（２２）
効率性

継続 444 保健事業（市単分） 130900
健康福祉部
健康推進課

20,869 21,325 24,074 0.4 2,880
若年者健診受
診率

1.7 2 ％ Ⅰ 4 3 4 3 A 拡大 有
有効性を「４」に修

正

若年者の健診は極
めて重要であり、有
効性が高い

無 ― １Ｇ ａ
できるだけ市民の受診
できる方法を検討する
必要がある

健診の重要性につい
て啓発を行うべきであ
る

継続 462 保健事業（市単分） 553000
伊賀支所　住
民課

2,086 2,084 2,084 0.1 720
栄養指導被指
導者数

1322 1300 　　人 Ⅰ 4 4 4 4 Ａ 現状維持 無 ― ― 有
全市民を対象に事業を
行う必要があり本庁で
の取組が必要である

２Ｇ ｂ

継続 447 母子保健事業 130900
健康福祉部
健康推進課

26,164 66,744 66,744 0.1 720
母子手帳交付
者の受診率

92.8 94 ％ Ⅰ 4 4 4 4 Ａ 現状維持 無 ― ― 無 ― １Ｇ ａ

継続 451 健康21推進事業 130900
健康福祉部
健康推進課

193 300 300 0.2 1,440
講演会参加者
数

107 150 人 Ⅰ 4 3 4 4 A 現状維持 無 ― ― 無 ― ２Ｇ ｂ

継続 452 健康づくり推進事業 130900
健康福祉部
健康推進課

3,171 2,809 2,809 0.2 1,440
養成講座参加
者

137 130 人 Ⅰ 4 4 4 3 A 現状維持 無 ― ― 有 ４Ｇ ｄ

継続 465 健康づくり推進事業 553000
伊賀支所　住
民課

43 43 43 0.1 720 事業参加者数 112 120 人 Ⅰ 4 3 4 3 Ａ 現状維持 無 ― ― 有 ３Ｇ ｃ

継続 475 健康づくり推進事業 603000
島ヶ原支所
住民課

31 36 36 0.1 720
食生活改善教
室参加者数

43 40 人 Ⅰ 4 4 4 3 A 現状維持 無 ― ― 有 ３Ｇ ｃ

継続 485 健康づくり推進事業 653000
阿山支所　住
民課

50 50 50 0.1 720
会員伝達調理
実習への参加
者数

55 60 人 Ⅰ 4 3 3 3 Ａ 現状維持 無 ― ― 有

各支所の独自事業とし
ては維持する必要があ
ると考えるが、健康づく
りとして市全体で考えて

いく必要がある

３Ｇ ｃ

継続 495 健康づくり推進事業 703000
大山田支所
住民課

8 17 17 0.1 720

ライトピアおお
やまだ健康と
ふれあいのつ
どい

18 50 人 Ⅰ 4 3 4 3 A 現状維持 無 ― ― 有 ３Ｇ ｃ

継続 507 健康づくり推進事業 753000
青山支所　住
民課

59 31 100 0.8 5,760
健康フェスティ
バル参加者数

272 300 人 Ⅰ 4 3 4 3 A 現状維持 無 ― ― 有 ３Ｇ ｃ

全 10 事業

（３）生活課題

人 人件費
（32）

方向性の評価につい
て

（27）修正の理由（26）修正点
（29）

修正点

(31)
方向
性

（30）
優先
度

区分

（４）評価実施年度

（５）評価責任者職名

（６）評価責任者氏名

1 子どもやお年寄りまで、健康でいきいきと暮らしている。

（７）評価者

伊賀支所長、島ヶ原支所長、阿山支所長、大山田支所長、青山支所長

平成　21　　年度

健康福祉部長

中出　富一

（９）
継続・
新規

(.21.22,
23,24)

（１８）
評価
類型

個別評価
（１１）

担当部課名
Ｈ22
要求

見込額

（１２）事業費(千円) １次評価結果

(23)
総合
評価

Ｈ20
決算額

Ｈ21
予算
額・補
正要求

額

指標の数値
（１７）

指標の
単位

（25）
１次評
価修正
有・無

コード

主な成果（新規事業の場合は目標）（１３）H22投入人員 ２次評価

（33）その他の改革
改善点について

（１）政策

（１０）事務事業名

（２）基本施策

（28）
改革改善
案修正の

有・無

（１４）指標名
（24）

方向性

コード

名称

(1)健やかに暮らせる安心なまちづくり

①10万市民の健康を維持する

名称


